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脂質過酸化抑制および皮膚炎症抑制
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[目 的]ヤマブドウ(万だs cοゴ鯛θιゴaの が経口投与または皮膚塗布により皮膚発がんを抑
制することを見出した(mtr.canこer.2013,65,440-50)ので、発がん抑制機構を研究する

ため、ヤマブドウ(岡山県真庭市蒜山産)と その成分の抗酸化作用並びに抗炎症作用を検討

した。また、別種の野生ブドウのリュウキュウガネブ(И icゴ島Iゴa gttgθ 7ar.♂″θbυ

乃ιυs)(鹿児島県十島村口之島産)と 比較した。

[方法]抗炎症作用は、7週齢雄性 SENCARマ ウスの背部の毛を剃り、翌日背部にヤマブド
ウ果汁一アセトン混液もしくは溶媒 150pLを塗布した。30分後にTPA 17 nmo1/100口 Lアセ

トンまたは溶媒を背部に塗布した。6時間後マウスを犠牲死、皮膚を直径 6nlmのパンチで

切り取り、浮腫による重量増加と炎症関連因子を測定した。また、ヤマブドウより単離し

た成分 DMBQ(2,6-dimethOx「 1,4-benzoquinone)の 抗炎症作用を評価した。さらに、抗酸

化効果は、t一BHP誘発マウス肝臓ホモジネート中脂質過酸化連鎖反応におけるヤマブドウ

果汁、DMBQ、 リュウキュウガネブ果汁の効果を tr010x,アスコルビン酸を陽性対照に TBARS

測定により評価した。

[結果および考察]TPA誘発浮腫により、皮膚のパンチ重量がTPA非塗布群と比較して有
意に増加したが、ャマブドウ果汁塗布により有意な TPA誘発浮腫の抑制が観察された。
DNIIBQ塗布群についても、DMBQ非塗布群と比較して有意に浮腫が減少していた。また、
ヤマブ ドウ果汁、リュウキュウガネブ果汁ともに有意な脂質過酸化抑制効果が見られ、

DMBQにもtr010xと 同程度の有意な脂質過酸化抑制効果があつた。これらの結果からヤマ
ブドウの皮膚発癌抑制機構として DMBQの抗炎症作用と抗酸化作用があることが分かつ
た。
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